
10 月 29 日
JA3AA 島伊三治

アマチュア無線を始めて 50 年を数えますとその

間に忘れられない日が幾つかあります。例えば免

許の日、移動局免許の日、1880KHz の許可の日、

160m で初めての海外 QSO の日等がそれです。た

またまこれらは、国内では初めてと言うことも

あって覚えている様にも思います。

最近では、2001 年 10 月 29 日が強烈な印象で脳

裏に残っています。この日は、次の週から出掛

ける SEA-NET と 9M8 行きの航空券を受け取り

に難波まで出掛けて帰宅したのが 15 時 30 分頃

だったと記憶しています。帰宅すると家内が息子

(JH3AAZ) からまだ帰らぬかと何度も電話があっ

たとのことで、何事かと考えていたところに電話

かあり受話器を取ると「50MHz でヨーロッパが入っ

ている」ガチャン、慌てて 50MHz を聞くと最初に

聞こえたのが 9G5AA まさかと思

いながら一生懸命コールする

も我が家の 5 エレ八木で

はパイルに勝てず、い

らいらするばかり、念

のためダイアルを回して

みると聞こえるは、聞こ

えるは HF 帯とバンドを間

違えたのではないかと思うくら

いヨーロッパの局がひしめいているではありませ

んか。思わず武者震い、ここで 9G は諦め、ヨーロッ

パに専念することとしました。

韓国訪問と国際 YL Meeting
JR3MVF  三好京子

来年 10 月 8 日から 12 日にかけて韓国で開催され

る YL( 女性アマチュア無線家 ) 国際大会の準備打ち

合わせの為その開催と同じ時期にソウルへ行ってき

ました。

タイミング良く郊外での YL フィールドデーと毎月

第二日曜日に開催される Junk Market も覗くことが

でき大会のコミッティのみならず多くのハムと Eye 

ball contact する機会にも恵まれました。

この YL 国際大会は日頃無線で馴染みの女性ハム

達がお互いに顔を合わせておしゃべりをしようと

1991 年にストックホルムに集ったのが始まりで、

その雰囲気が非常に良かった為、次は日本でもやっ

てみようかということになりました。じゃあやろう

! と決めてから、開催場所は ? 宿泊施設は ?、そし

て資金は ? などインターネットも普及していない当

時、電話での連絡を頻繁にとりながらスタートしま

した。組織も持たない 3 人の女性が「そんなもん

出来るわけない !」と世間からの大合唱を受けてい

るうちに何故か「ぜったい出来る、やらなくては !」

との決意が固まってきました。しかしながら当時頼

りになる組織は「アイハウスラジオクラブ」だけで

した。クラブに相談したところ「やったら !」と快

く協力していただけることになり、時期は桜の咲く

ころということでアイハウスホテル全室、会議室や

宴会場も予約し、三人の言い出しっぺにもう一人加

わり、四人構成の実行委員により本格的な準備をス

タートしました。しかし実際に何人位の参加者があ

るか資金をどうするのか五里霧中で心配事だらけで

した。「3̃4 人でも来てくれはったらエエがな ! お金

は最終責任をとろう ! 皆に喜んでもらえるのなら」

と覚悟を決めました。

そして世界に向けて発信 !　情報は地球を駆け巡り、

何方がしてくださったのか各国の雑誌等でも紹介さ

れたり国内の新聞でも取り上げられました。参加申

し込み第一号はフィンランドのOH7XXからでした。

15 時 52 分 (JST)SV1AEN を 皮 切 り に SV1AHX、

UT5JAJ,9H1BT,IT9IPQ、9H1XT と CW,SSB と 立 て

続けの QSO、途中にコンデションの変動はあった

ものの 17 時 28 分までの間に LZ、YU、ES,S5,9A、

DL,0E,YO と 12Entity24 局と QSO が出来ました。

50 年間のアマチュア人生のなかで、こんなこと

が有るのかと最高に興奮した日、それが 10 月 29

日でした。50MHz の交信 Entity を数えましたら

workd ですが 98 と 50MHzDXCC に手が届くとこ

ろまで来ていました。

1.8MHz から 50MHz まで 10 バンドの DXCC が夢

でしたが、1.8MHz はまだ難しいものの難関の一つ

50MHz に希望の灯が見えてきました。頑張ります。

後で彼女から聞いたことですが日本のような地球の

端の国へ一人で行くのは危険だからと家族に猛反対

されたそうです。オランダからは母娘で、韓国から

は十数人が大挙して参加することになりました。

おかげさまで催しは成功裏に終わりました。地方紙

の特派員をしている OH7XX は紙上で日本のことを

詳しく紹介したり、オランダの PA3CEB は即興の

大阪賛歌をパーティの中で披露してくれました。

その時、韓国の女性達は何時か自分たちもこのよ

うな催しを韓国で是非やりたいと言って帰りまし

た。その後ベルリン、スバルバード、ハミルトン、

パレルモで開催され、いよいよ来年は、韓国の女

性達による「YL2004」です。10 年前の「YL1993 in 

Osaka」ではアイハウスラジオクラブをはじめ多く

の方々に本当にお世話になりました。

今後もアマチュア無線を通じて世界中の人達との交

流を続けたいと願っています。
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ワカマツ製作所のクランクアップ式 CQ タワーを注

文したところ、社長自らが配達を兼ねて建設に来

てくれました。勿論土台の穴掘りとコンクリート

固めはプロにお願いし

てのことです。お蔭で、

後から入居してきた近

所の人達からは何のク

レームもありませんで

した。

アンテナはハイゲイン

の 3 エレメント・トラ

イバンダーをローカル

のハムたちが集って取

り付けてくれましたが、

せっかく出来たこのタワーとアンテナを使いこな

す暇もなく、今度は英国駐在を命じられ、やむな

くアンテナを外して 1990 年 12 月に英国へ赴任し

ました。8 年近くの英国勤務を終えて帰国し、現在

使用中の Force12 の小型 6 エレメント八木アンテ

ナ C-3S を JA3JM 清水さんに依頼して米国から輸

入、再びローカルのハムの協力を得て取り付けた

のが 1999 年でした。以前のハイゲインに比較して

受けも飛びも良くなったような感じで満足してい

ます。ハイゲインとは同時に並べて比較はしてお

りませんので、これは感覚での話ですが。

さて、現在のリグは FT-1000MP Mark V です。こ

河内長野市の丘陵にあるシャックは、いわゆる

新興住宅団地の真ん中にありますが、海抜 300m

の大阪平野を見下ろすロケーションにあり、北

米方向の北東からヨーロッパ方面の北西にかけ

て特によく開けています。米国に 10 年近く駐在

して帰国したとき大和郡山の自宅が手狭に感じ、

一足先に米国から帰国していた友人の紹介でこ

こに移り住みました。当時の 1988 年頃はバブル

の絶頂期に近く建売住宅も飛ぶように売れてお

り、この家も 9 倍の競争率でしたが運よく抽選

に当たって入手できたものです。

周囲の家屋がまだ建築中の間に先ずタワーをと、

メンバー のシャック紹介

JA3AER

れは 2001 年にアフリカのコモロ共和国から

D68C のコールサインで行った DX ペディショ

ンの際に、10 台の同モデルを貸してくれたス

タンダード社とのご縁で購入

したものです。英国でも大活

躍してくれた IC-760 Pro は今

でも健在ですが、使わないと

痛むだろうと近くローカルの

ハムに譲ることにしました。

また、米国から持ち帰ったリ

ニアーアンプ、ヒースキット

の HL-2200 も全く使う機会が

なくシャックに飾っています

が、これも近くローカルのハ

ムに譲る予定です。この抜群のロケーションの

お蔭で、10mH のアンテナに 200W の電力で充

分楽しんでいます。

設備で行われているとのことでした。運用面では

SSB は 500W CW は 2KW(VHF の FM については興

味が無かったので何も質問しませんでした Hi) で運

用しているとのことで、今でも CW を使用している

のですかの質問には CW は 4MHz ～ 22MHz まで殆

ど毎日運用しているとのことで、特に遠洋とのコン

ディションの悪いときでも CW ですと確実に情報の

受け渡しが出来、相手次第ですがベテランの通信士

が乗船している場合には秘話性にも優れているので

結構要望がありますとのことでした。

写真ではバグキーが写っていますが、やはり CW は

バグキーが主流なのでしょうか との質問には殆ど

の通信士はバグキーで運用していますが人によって

三重県漁業無線局訪問記

JP3AZA 河田至弘

晴天の初秋三重県志摩郡浜島町にある三重県鰹鮪

漁業共同組合の無線局通称三重県漁業無線局 ( 呼出

符号 JFH) を訪問し見学させて頂きました。三重県

漁業無線局の通信所へは近畿日本鉄道の鵜方駅か

ら三重交通の路線バスで約 20 分の道のりです。

訪問しましたおりにご案内頂いたのはこの無線局

に勤務する JA2BON 峰本さんで設備の説明と運用

状況についてお話し頂きました。

峰本さんのお話しによりますとこの無線局は三重

県鰹鮪漁業協同組合に所属する漁船の船舶局を通

信の相手方として運用されている無線局で三重県

志摩郡浜島町の浜島漁港の突端に通信所があり、通

信所から約 5Km 程はなれた海に突き出した断崖の

先端に送信所があり通信所からリモコンで操作し

ています。通信所の設備は短波 SSB の通信卓、短

波電信の通信卓 2 つ、中短波通信卓及び VHF 通信

卓の 5 つの通信卓があり、通報の送受は総てこの

はエレキーしか使えない人もいて個人もちのエレキ

ーを持参して運用しているとのことでした。まぁ、

このような話しを聞くとアマチュア無線も同じだな

～と思いました。

 何とは無しに現役時代に職場ぐるみで参加してい

た防災訓練などの話しで盛り上がり長時間にわたり

仕事を邪魔してしまいましたが快く見学を許可いた

だき、またご説明いただいた JA2BON 峰本さんお

よび職員の皆様方に感謝いたしますと共に御礼申し

上げます。

JFH にはホームページがあり興味のある方はご覧下

さい。アドレスは以下の通りです。

      http://www1.ocn.ne.jp/ ～ jfh333/

超短波通信卓 通信所短波空中線 電信電話通信卓第 2 通信卓で記念写真
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W7 スポケーンへ
JA3CZY  三浦 聡之

例年のハムフェアー ( 東京 )、来年は JARL 総会を

併設しての関西ハムの祭典 ( 関ハム ) と日本でもハ

ムフェアーはどこも大盛況ですが、ハムの本場アメ

リカは国が広いだけに世界一の規模を誇るデイトン

を筆頭に、年中どこかでハムフェアー ( 大きなもの

から小さいものまで ) が開催され、どこもそれなり

に大勢のハムたちで大賑わいです。今回参加したス

ポケーンハムフェストは米国北西部、最近はイチロ

ーの活躍で有名になったマリナーズの本拠地シアト

ルから東へ約 500km、ワシントン州の東の端、標

高のある丘陵に広がる風光明媚な、人口は周囲を合

わせても 20 万程度の静かな田舎町スポケーンで毎

年夏に開催される小さなハムフェアーです。

何故スポケーンに、と云うとわが町西宮市の永年の

姉妹都市なんです。縁があって 1961 年に姉妹都市

提携が結ばれ、小生も 1969 年に西宮市長のメッセ

ージを携え ( 当時はこうするのが慣例でした ) 訪問

しました。以来、永年にわたり小生にとっては第二

の故郷といっても良い街なんです。　この辺のいき

さつは別途ご紹介させて頂くとして、スポケーンハ

ムフェストは 9 月 27 日 ( 土 )、たった一日のハム

フェストしてこじんまりど開催されました。　でも、

一応 ARRL の正式お墨付きのついた立派なものなん

ですよ。

出展者は前日の夜から飾りつけを始め、当日は朝 8

時から開会にも関わらず既に 7 時頃から近郊のハ

ムは勿論ですが、遠く北はカナダから、東はモンタ

ナから、南はオレゴンから、続々とハムが車を飛ば

して乗り込んできます。( 田舎は早起きなんや、っ

て片つけないように、ハムは早起きなんです、　Hi)

一応、机を並べた受付があり、一般は入場券 $5。

出展者は $15。小生の場合は「講演者」( 後述 ) と

云う事で手の甲にペタンとゴム印を押されました。

メイン会場は広い講堂を開放して、中央に大きなテ

ーブルを数十個ならべ、ジャンク市の品々が色々と

並べてあります。　周囲の壁際には各クラブのブー

スや、ARRL、DXCC、VE などの受付がズラーっと

並んでます。もち、米国名物バーベキューや、ハン

バーグを売る店も数店ならんでます。まぁ、この辺

はどこのハムフェアーも一緒ですね。

小生が会場に入るなり、スグ旧知の連中が寄って来

て「ハグハグ」の連続。これがもし若い YL ならな

んてよからぬ事を考えるヒマもありません。

ひとしきり会場内を散策して見ますと、さすが米国

です、1950 年代のハリクラフターズやハマーラン

ドの製品から、コリンズ、ドレークなどがいっぱい

あります。もちろん FT-101、TS-520 などの日本製

も多数並んでます。値段は $100̃300 位で、結構良

心的でした。

午後 1 時からいよいよ小生の出番で、案内された

部屋へ行くと既に 30 名位の人達が待ってます。

まぁ、半分は知った連中ばかりですから気楽なもん

ですが。

いよいよスライドショーの始まりです。日本の各地

の風景や西宮の紹介も欠かせません。肝心のハム関

係では東京ハムフェアーや、各地から集めた日本の

代表的なハムの写真。もちろん、大型局ばかりでな

く、ベランダアンテナのアパマンハムの写真も忘れ

ませんでした。

最後に阪神大震災の被災模様を加えると、全員驚愕

の目で見入ってくれてました。

スライドショーが終わって質疑応答に入り、日本と

米国との周波数帯の違い、出力の違い、日本のロー

バンドで抱える近隣諸国からの混信などに話題が及

びました。

「米国の信号で誰が一番強いか ?」「日本で誰が一番

ハイパワーなのか ?」など噂のコールを上げての質

疑には全員大爆笑。どこも同じですね。

このハムフェアーの参加者は約 600 名だったそう

ですが、やはり高齢化は否めず平均年齢は 60 歳位

じゃないかと感じました。特に旧知の連中は殆どが

70 ～ 80 歳、中には車椅子で奥様に介添えされなが

らわざわざ小生に逢いに来てくれた K7EFB/Bill に

は感激しました。

たった一日の田舎町のハムフェアーとは云え、ハム

らしさと人間味にあふれたハムフェアーで十分に楽

しめました。旧知の友との再会、初めて逢う友、ハ

ムフェアーはやっぱり楽しいです。参加しないとこ

の楽しみは味わえませんものね。

ロールコール

毎週土曜日 9:00JST@14.160MHz
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